
都道府県が小学校から中学校段階にかけてどのような教育を行っているかに
注目することによって、真の意味での学力向上のヒントが得られるのでは！

５種の分析モデル図による
学力調査が求めた各学校の教育課程と授業過程の問題点と

新学習指導要領の課題
馬居政幸

文部科科学省「全国学力・学習状況調査の概要」における「調査の目的」
➀義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、 全国的な児童生徒の

学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。
②そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する
③学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

「全国学力調査」の結果に対する教育社会学研究の功績
→調査結果を実証データと位置付けての日本社会の格差構造の解明

☆私たち研究グループの調査研究
→沖縄での授業実践改善の歩みと静岡県と静岡市を含めて、複数の地方中心都
市と小規模自治体での調査結果をふまえて、学力調査が求めてきた学校と教師に
よる授業過程と教育課程の特性の分析を試みてきた。

➀＋②

③

学力調査の結果を経済格差のデータ
に使用することへの疑問視

本報告の調査研究に協力いただいた行政機関と分析資料

静岡市教育委員会 学校教育課 教職員課 教育センター

「静岡教師塾」『授業改善資料Ⅴ』 「授業改善だより」

岡山市教育委員会 指導課 研究研修ｾﾝﾀｰ 中央公民館 生涯学習課

市民協同局 岡山っ子育成局

「希望研修」

「授業これだけは」 「学習評価で生き生き授業」

「岡山市教育大綱」

「子どもを育てる地域の人々を探せ！」

『第2期教育振興基本計画』 「市民の広場特集 岡山市の学校教育」

神石高原町教育委員会 資料はホームページよりダウンロード

「Ｈ29学校教育の重点」 「平成2８年度全国学力・学習状況調査結果概要」
「平成 ２８年度 『基礎・本』定着状況調査 『基礎・本』定着状況調査 概要」
「指導方法等の改善計画について 〔教科別〕 神石高原町立神石小学校」
「平成２９年度 『学校評価自己評価表』 神石高原町立三和小学校」
「指導方法等の改善計画について 〔教科別〕 神石高原町立三和 中学」
「平成２９年度 『学校評価自己評価表』 神石高原町立三和中学」



上昇型の静岡市では上昇型の静岡市では 市教委への聞き取りでは上昇型の自覚はなかったものの¡❓

採 用 前採 用 前 採用後 採用後

学校教育
課⻑も先
輩として

授業づくり
の基礎から
授業づくり
の基礎から

教科の授業
の実践に

教科の授業
の実践に



教
師
の
興
味
関
心
・
授
業
の
基
礎
基
本

Ａ→Ｂへ

指導案、授業づくり、校内研修、各教科への具体化



明示することで共有化を

岡山市も授業づく
りの基礎基本の

確認から

岡山市も授業づく
りの基礎基本の

確認から



学習過程とリンクした評価の方法→教師の授業力育成ための評価として

教
育
委
員
会
法
改
正
を
活
か
す ☆共有化可能なデータの授業実践化に挑む



教師は学習者のモデル全ては子どもたちの作品から
キーワードは自立

☆子どもたちへの支援は学校の教育課程を社会に開くことから



明るく、楽しく、
たおやかに

明るく、楽しく、
たおやかに

？

高齢化率46％、広島県神石高原町でなぜ？高齢化率46％、広島県神石高原町でなぜ？



？

20人以上は三和小の1年、5年、6年だけ



小規模教委とは思
えない見事な計画
小規模教委とは思
えない見事な計画

町ではなく子ども
の未来第一

町ではなく子ども
の未来第一

全ては授業の改善に全ては授業の改善に

三和中学の教育研究構想図→学校の教育課程の共有化←学校評価・自己評価表三和中学の教育研究構想図→学校の教育課程の共有化←学校評価・自己評価表

体力つくり改善計画と指導方法等の改善計画の共有化体力つくり改善計画と指導方法等の改善計画の共有化
教科単位に教科単位に



学校評価、町の人たちに記入過程を公開
→町の人に支えられる子どもたちと教師

学習指導案のレベルでの改善過程をホームページで公開



静岡市、岡山市、神石高原町の実践が示唆する
全国学力調査の学校の教育課程と授業実践課程への影響

１．学校単位の教育課程と授業過程の共有化の重要性を再認識

２．授業づくりのレベルでの実践方法の不断の鍛え

３．教員は教える師の前に学習者のモデルに

４．学校を単位に教師による自己評価の日常化と評価過程の公開を

５．授業づくり、研究状況、学校評価のレベルでの公開を

（3）幼児期→小・中・高の教科等の教科内・教科間と学年内・学校内・学校種間の
連携構想図

上記考察の中間報告として、次の５種のモデル図から課題の開示を

（1）「全国学力調査が示唆する教師と子どもたちとの授業過程の課題」

（2）「全国学力調査が求める教師と学校の教育課程と学習過程の課題」

（4）三種の学びと資質・能力育成モデル図

（5）人口減少時代の幼児教育・学校教育制度私見（子ども子育て支援新制度）

教室王国から
自由に

教室王国から
自由に

鍛え合い、競い

高め合う

鍛え合い、競い
合い、支えあい、

高め合う

未来を拓く力は、
今と自らを開くことから！

未来を拓く力は、
今と自らを開くことから！

教師、授業、学力を変数に

（1）全国学力調査が示唆する教師と 子どもたちとの授業過程の課題

○学校間と教員間における課題の共有

○日常的な教科・道徳・特活・総合学習と学年単位の年間指導計画の共有

○教師間での分掌の共有・分担・交換のルールへの信頼

多忙+

☆教師個人の意志の尊重 授業と校務の多くが教師個々の裁量に

教師の力量の高さへの信頼 自主性の保証で、教育力の向上を期待

既存知識（コンテンツ）教授から関心・意欲・態度育成を経由して
子ども一人ひとりの資質・能力（コンピテンシー）重視へ

☆教師間の教育観と授業実践と子ども認識と評価基準の
共有・分担・交換と鍛え高め合い

共有・分担・模倣・交換・支援・⁾鍛えの意欲とルールの縮小？

達成
徒労徒労

都
市
大
規
模

学校の教育活動の基本

地方小規模



○学校間と教員間における課題の共有

○日常的な教科・道徳・特活・総合学習と学年単位の年間指導計画の共有

○教師間での分掌の共有・分担・交換のルールへの信頼

多忙+

☆教師個人の意志の尊重 授業と校務の多くが教師個々の裁量に

教師の力量の高さへの信頼 自主性の保証で、教育力の向上を期待

既存知識（コンテンツ）教授から関心・意欲・態度育成を経由して
子ども一人ひとりの資質・能力（コンピテンシー）重視へ

☆教師間の教育観と授業実践と子ども認識と評価基準の
共有・分担・交換と鍛え高め合い

共有・分担・模倣・交換・支援・⁾鍛えの意欲とルールの縮小？

達成
徒労徒労

都
市
大
規
模

地方小規模地方小規模

学校の教育活動の基本

○学校間と教員間における課題の共有が難しい

○日常的な授業と指導の年間計画の共有の困難に

○教師間での分掌の共有・分担・交換のルールへの信頼が薄れる

☆教師個人の意志の尊重 授業と校務の多くが教師個々の裁量に

教師の力量の高さへの信頼 自主性の保証で、教育力の向上を期待

☆教師・子どもたちの間の授業と評価の共通理解が生まれにくい

学校と教師に対する子どもと保護者の信頼（見通し）への不安拡大

共有・分担・模倣・交換・支援・鍛えの意欲とルールの縮小？

達成機会の
喪失

▽子どもたちが学習過程を共有しにくい

▽子どもたちが先を見通せなくなる

▽学校の授業と家庭での学習が不連続

▽学習の過程・結果の評価機会喪失

コンテンツ中心からコンピテンシー・ベースへ
アクティブラーニングとカリキュラムマネジメントの実践

教師と子どもと
保護者の共通
理解が困難

多忙+徒労の
日常化
多忙+徒労の
日常化

（2）全国学力調査が求める教師と学校の教育課程と学習過程の課題（2）全国学力調査が求める教師と学校の教育課程と学習過程の課題



○学校間と教員間における課題の共有が難しい

○日常的な授業と指導の年間計画の共有が困難に

○教師間での分掌の共有・分担・交換のルールへの信頼が薄れる

☆教師個人の意志の尊重 授業と校務の多くが教師個々の裁量に

教師の力量の高さへの信頼 自主性の保証で、教育力の向上を期待

☆教師・子どもたちの間の授業と評価の共通理解が生まれにくい

学校と教師に対する子どもと保護者の信頼（見通し）への不安拡大

共有・分担・模倣・交換・支援・鍛えの意欲とルールの縮小？

達成機会の
喪失

▽子どもたちが学習過程を共有しにくい

▽子どもたちが先を見通せなくなる

▽学校の授業と家庭での学習が不連続

▽学習の過程・結果の評価機会喪失

コンテンツ中心からコンピテンシー・ベースへ
アクティブラーニングとカリキュラムマネジメントの実践

教師と子どもと
保護者の共通
理解が困難

多忙+徒労の
日常化
多忙+徒労の
日常化

国語

算数

生活

道徳性・
規範意識の芽生え

協 同 性

自 立 心

健康な心と体

図画工作

音楽

数量・図形、文字等
への関心・感覚

自然との関わり
・背生命尊重

思考力の芽生え

社会生活と
の関わり

豊かな感性
と表現

言葉による
伝え合い

国語

算数

理科

図画工作

外国語活動

育

音楽

社会

総合的な
学習の時間

特別活動

道徳

幼稚園

特別活動

道徳

国語

算数

理科

図画工作

家庭育

音楽

社会

総合的な
学習の時間

特別活動

道徳

国語

数学

理科

美術

技術・家庭育

音楽

社会

総合的な
学習の時間

特別活動

道徳

体育育 体育育 体育育 保健体育育

外国語 外国語育

国語

数学

理科

芸術

家庭育

音楽

公民

総合的な
探求の時間

特別活動

保健体育育

外国語育

地理歴史

情報育

小学校
１、２年

中学校 高等学校
３、４年 ５、６年 １年 ２年 ３年

３歳０歳 ８歳６歳

認
定
こ
ど
も
園

認
可
外
施
設

10歳 12歳 15歳 18歳

１年 ２年 ３年
質の高い保育と教育

小
規
模
保
育

保
育
園

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（3）幼児期に育ってほしい１０の姿→小・中・高の教科等の
教科内・教科間と学年内・学校内・学校種間の連携構想図

スタートカリキュラムアプローチカリキュラム 小中連携 中高連携



（3）幼児期に育ってほしい１０の姿→小・中・高の教科等の
教科内・教科間と学年内・学校内・学校種間の連携構想図

国語

算数

生活

道徳性・
規範意識の芽生え

協 同 性

自 立 心

健康な心と体

図画工作

音楽

数量・図形、文字等
への関心・感覚

自然との関わり
・背生命尊重

思考力の芽生え

社会生活と
の関わり

豊かな感性
と表現

言葉による
伝え合い

国語

算数

理科

図画工作

外国語活動

育

音楽

社会

総合的な
学習の時間

特別活動

道徳

幼稚園

特別活動

道徳

国語

算数

理科

図画工作

家庭育

音楽

社会

総合的な
学習の時間

特別活動

道徳

国語

数学

理科

美術

技術・家庭育

音楽

社会

総合的な
学習の時間

特別活動

道徳

体育育 体育育 体育育 保健体育育

外国語 外国語育

国語

数学

理科

芸術

家庭育

音楽

公民

総合的な
探求の時間

特別活動

保健体育育

外国語育

地理歴史

情報育

小学校
１、２年

中学校 高等学校
３、４年 ５、６年 １年 ２年 ３年

３歳０歳 ８歳６歳

認
定
こ
ど
も
園

認
可
外
施
設

10歳 12歳 15歳 18歳

１年 ２年 ３年
質の高い保育と教育

小
規
模
保
育

保
育
園

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
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スタートカリキュラムアプローチカリキュラム 小中連携 中高連携

主体的な学び

対話的な学び

深い学び

「アクティブ・ラーニング」の三つの
視点からの学習過程の質的改善

「社会に開かれた教育課程」の実現

各学校における｢カリキュラム･マネジメント｣の実現

10

の
姿 生きて働く知識・技能の

習得

学びを人生や社会に生
かそうとする学びに向か
う力・人間性等の涵養

未知の状況にも対応でき
る思考力・判断力・表現
力等の育成

（4）三種の学びと資質・能力育成モデル図

学びに向かう
力・人間性等

思考力・判断
力・表現力等

知識・技能
主体的な学び

対話的な学び

深い学び

認定こども園

保育園 中学校

学童保育・放課後子どもｸﾗﾌﾞ

子育て支援
センター

幼稚園

小学校

アプローチ ⇒ スタート

１～4年
中２
～３５～中１

小中一貫
義務教育学校

預かり保育小規模保育

育児休暇

０～２歳 ３～５歳

誰もが育児休暇、多様な「保育施設」、３歳からの「幼児教育」を可能に

高等
学校

新
大
学
入
試
制
度

（5） 人口減少時代の幼児教育・学校教育制度私見（子ども子育て支援新制度）



主体的な学び

対話的な学び

深い学び

「アクティブ・ラーニング」の三つの
視点からの学習過程の質的改善

「社会に開かれた教育課程」の実現

各学校における｢カリキュラム･マネジメント｣の実現

10
の
姿 生きて働く知識・技能の

習得

学びを人生や社会に生
かそうとする学びに向か
う力・人間性等の涵養

未知の状況にも対応でき
る思考力・判断力・表現
力等の育成

三種の学びと資質・能力育成モデル図

学びに向かう
力・人間性等

思考力・判断
力・表現力等

知識・技能
主体的な学び

対話的な学び

深い学び

認定こども園

保育園 中学校

学童保育・放課後子どもｸﾗﾌﾞ

子育て支援
センター

幼稚園

小学校

アプローチ ⇒ スタート

１～4年
中２
～３５～中１

小中一貫
義務教育学校

預かり保育小規模保育

育児休暇

０～２歳 ３～５歳

誰もが育児休暇、多様な「保育施設」、３歳からの「幼児教育」を可能に

高等
学校

新
大
学
入
試
制
度

☆ 人口減少時代の幼児教育・学校教育制度私見（子ども子育て支援新制度）

三種の分類枠での
資質・能力の実践化の

予定調和

不可能
では❓

各教科
からの
抵抗も

学校の常識
教師の意欲と
は異なる次元

の変化が‼

ＡＩ＋ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
☞2030年問題
人口減少時代

３．教科を超える教育課程と授業実践の手順の開発

２．個々の児童生徒に応じた資質・能力育成を
可能にする教育課程と授業過程の開発

１．教科の学習結果としての学力から
子ども一人一人の資質・能力育成への転換の
目的、背景、実践方法への理解の共有化

全国学力調査を超える
新学習指導要領実践化への課題

全国学力調査を超える
新学習指導要領実践化への課題

現時点での研究状況として資料参照現時点での研究状況として資料参照

実質的に学実質的に学
力の再定義

に

資質・能
力の具体
化・個別

化

社会的文脈
への問いを

学力、教師、授業の再定義の試みだが・・・



『無藤隆が徹底解釈 学習指導要領改訂のキーワード』明治図書 2017年2月
解説：無藤隆、制作：馬居政幸・角替弘志

考察の経緯考察の経緯

『変化する社会と生涯学習の課題』 NSK出版 2017年6月

「『子育て事情・子育て支援』の動向について」 『子ども社会研究』第23号
日本子ども社会学会 2017年6月

「未来社会につなぐ！現代社会の課題と社会科授業デザイン」月刊誌『社会科教育』
明治図書 2016年4月～2017年3月連載１～⒓回

「今、人気を誇る「ONE PIECE」の魅力」 『児童心理』金子書房 2016年12月号

「人口減少と学校教育」 『人口減少問題と学校教育 研究報告№90』
中央教育研究所 2017年6月

資料１資料１

図１ 幼児期に育ってほしい１０の姿
→小・中・高の教科等の教科内・教科間と学年内・学校内・学校種間の連携構想図

★一次的社会化（ことばの習得を代表に、生まれ育つ社会の人になるための基
礎形成期）から学校教育が開始➡家庭（私）と学校（公）の関係の再定義！？

★「育児の社会化」（私の子➡社会の子）と連動する「子ども子育て支援新
制度」の理念（子ども観）と実践（子ども像）の共有化・再定義！？

3歳からの幼児教育が学校教育の起点であることが、実践化の方法とともに学習指導要領に明記された意義

小・中・高の教科等の教科内・教科間と学年内・学校内・学校種間の連携構想図小・中・高の教科等の教科内・教科間と学年内・学校内・学校種間の連携構想図

教科等

教科内

教科間

学年内

学校内
学校
種間

幼児期に
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い１０の姿
の共有

連
携
の
理
解
と
意
欲
と
準
備
？
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践
化
の
仕
組
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モ
デ
ル
は
？
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相互の関連なく強いる教科の知と技を予測困難な時代を生き抜く資質・能力に再構築する論理と方法の提示

図２ 三種の学びと資質・能力育成モデル図

論理は、各教科の知識・技能を「～的見方・考え方」の
フィルターによって資質・能力に再編し、近未来社会が
要請する課題と問題の解決に応えて、教科と学年と学校
種を超えて繋ぐ“知の構造論”である。

方法は、授業実践力（主体的・対話的で深い学び）と教
育課程形成力（カリキュラム・マネジメント）に、学校
の外の社会（ヒト、モノ、コト）との関係構築力（社会
に開かれた教育課程）を一体として提示したこと

全ての子どもに共通理解を求める教科の学力向上（集
団への一元的帰属重視）に代わり、一人ひとり異なる資
質能力育成（集団との関係の多様・多元・可変性を組み
込む個人化重視）を志向する改訂とみなす。

ICT
サービス
・観光

（販売・福
祉

・飲食）
製造・技術
・建築
農林水産

アクティブ
ラーニング

メ
タ
認
知

非
認
知
能
力

カリキュラ
ムマネジメ

ント

多様多様 多元多元 可変可変

家事・育児・介護

自己表現、
臨機応変、
個性顕現、
選択力、開
放性、外向
性、勤勉性、
協調性〜
協働実現力

いずれも現在の学校現
場（含む教育行政・保
護者の常識）での理解
と実践の難度は高い。

いずれも現在の学校現
場（含む教育行政・保
護者の常識）での理解
と実践の難度は高い。

希望はある希望はある

新学習指導要領実践化
をサポートする

制度改編が進行中

新学習指導要領実践化
をサポートする

制度改編が進行中

３３

人口減少時代の幼児教育・学校教育制度私見（子ども子育て支援新制度）人口減少時代の幼児教育・学校教育制度私見（子ども子育て支援新制度）

「10の姿」の位置に
「新制度」の施策

公教育再構築の歩みが
人口減少先進地域に

高校3年間を経ての18歳学力を計る新大
学入試制度の対象は、知識の集積では
なく個々人の資質・能力。

高校3年間を経ての18歳学力を計る新大
学入試制度の対象は、知識の集積では
なく個々人の資質・能力。

そのスタートが幼児教育の「10の姿」

その実現（観）の可否と成否を分ける
社会事象（像）と制度改編（観）
その実現（観）の可否と成否を分ける
社会事象（像）と制度改編（観）

指導要領実施期間（2020～30年）と同時
進行する2030年問題＝団塊世代後期高齢
化(像）と出生数3割減に対峙（観）3歳児からの幼児教育の準

義務化＋無償化への志向
3歳児からの幼児教育の準
義務化＋無償化への志向

小規模一貫校
9年制義務教育学校
小規模一貫校
9年制義務教育学校

時代の流れは三次産業・サービス業の側に時代の流れは三次産業・サービス業の側に

この職場に共通するのは、 「人との交渉」(対話的)が仕事の大半で、相手の要望に応じる「臨機応変の対応」（主体的）が
評価の対象になり、相手の心の変化を先取りする「質の高いサービス＋商品の創案」（深い学び）を日々求められること。そ
して興味深いのは、（ ）内に付記したように、準備中の新学習指導要領の「開かれた教育課程＋カリキュラムマネージメン
ト＋アクティブ・ラーニング」が志向する子ども個々の資質・能力重視の学びとつながることである。「主体的」で「対話
的」とはまさに「ONE PIECE」を貫くコンセプト。深い学びは自立と結ぶ「ONE PIECE」のテーマと重なる。勝者は集団帰
属を優先するスポコンではなく、自立志向の「ONE PIECE」側にある。

資質・能力のワンピースモデル資質・能力のワンピースモデル

①「おれは剣術を使えねェんだコノヤロウ!!!」
☞ 世界一の大剣豪を目指すロロノア・ゾロ

②「航海術も持ってねェし!!!」 ☞ 天才航海士ナミ
③「料理も作れねェし!!」 ☞ 伝説のオールブルーを夢見る料理人サンジ
④「ウソもつけねェ!!」 ☞ ウソと芸術と武器開発の才のあるウソップ
⑤「おれは 助けて もらわねェと 生きて いけねェ 自信がある!!!」

☞ 海賊王を目指す船長ルフィーの自己認識

志を共にする仲間だが、能力も夢も性格も全て
異なる。だからこそ互いがかけがえのない世界
に一つのピースとして教え・学び・助け・支え・補
いあって、それぞれの夢（生きる目標）に向かう。

拙稿「今、人気を誇るONE PIECEの魅力」『児童心理』
2016.12 金子書房
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表３ 単独世帯推計（推計）

年齢５歳階級男女別未婚率

５５５


